問題解決におけるアンケート調査
1. 問題解決とは
　基本的に以下の流れで繰り返し行われる。

　　　①問題の発見　　→　　②問題の明確化　　→　③（　　　　情報収集と分析　　　　）　
→　　④解決策の検討　　→　　⑤解決策の実践　　→　⑥評価

2. アンケート調査

· 情報収集と分析を行うための手法の一つ。
· アンケートで収集した情報は、整理することで（　　　統計　　　）データという数字で示すことができる。
· 統計データは、（　　客観　　）的な事実として見る者に情報を与えるので、印象や偏見に惑わされにくい。
· 正しく回収された統計データは、問題解決において何が正しいか見極めるのに有力な情報源となる。
3. アンケート調査で大事なこと
· （　　目的　　）を明確にすること。
· （　　対象　　）、（　　時期　　）、（　　方法　　）など、いかに偏りのない客観的データを回収できるかを考えること。
課題「仮説検証をしよう」

1. 以下の仮説からひとつ選び、どの質問項目を組み合わせればよいか考える。
(1) 女子の方が、朝食を食べないことが多いのではないか。
(2) 理系の生徒の方が、将来の進路を決めている人が多いのではないか。

(3) 1年生の方が親に何か言われることが多く、うるさいと感じているのではないか。
(4) 睡眠時間が多いほど、授業を真面目に受けている生徒が多いのではないか。
2. その仮説を検証するためにピボットテーブルとピボットグラフを作成する。
　　　グラフは、種類、色、文字の大きさなど、伝えたいことが分かりやすいよう装飾加工する。
3. 作成したピボットグラフを別Sheetに図としてコピーし、そこから分かる検証結果と説明を入力する。

　　　検証結果は「YES」か「NO」を。説明は、そのグラフの説明と考察を少し交えること。
